弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから

              サブプライム・ローン問題の三段論法   　

　三段論法というのは皆さんご存知のように、黒い鳥はカラスである。この鳥は黒い、従ってこの鳥はカラスである、という論法です。

　ところで、私の知っているインベストメントバンクのユダヤ人の間で囁かれている三段論法というのはこうです。

Ａ、過去のアメリカに於けるRecession（不況）は必ず住宅市況（Housing market）の悪化が予兆となっている。

Ｂ、今回のサブプライム問題に端を発する起因する住宅市況の悪化は史上最悪のものである。

Ｃ、従って史上最悪のRecessionがアメリカに到来する。

　というものです。さて、私なりにこの三段論法を検証してみます。Ａの過去のアメリカのRecessionは必ず住宅市況の悪化が予兆となっているというのは間違いありません。これはその通りです。

　Ｂの今回のサブプライム問題に起因する住宅市況の悪化は史上最悪のものである、ということを検証してみましょう。アメリカでは次のことが確認されています。

　１．新築住宅の販売は去年に比べて３０％ダウンしている。

　２．売れ残り住宅の個数は過去１９年来最多を記録している。

　３．アメリカ史上初めて平均住宅価格が５％ダウンした。

　４．競売物件数はここ１年で254万639件に達し、全米住宅個数の１億2449万1164戸の４９件に１戸は競売物件になっている。

　５．もしこの調子であと２年も続くと、アメリカの住宅の１６件に１件は競売物件になる。これは史上初の現象である。

従って、Ｂの今回の住宅市況の悪化は史上最悪のものであるというのは間違いなさそうである。

　そこで、Ｃの史上最悪のRecessionがアメリカに到来するという結論が正しいかどうかを検証してみます。それは住宅市況の悪化の程度がRecessionの程度と連動しているかという検証がいるのです。この点についてはエコノミストではない単なる弁護士である私には分かりません。しかし、日本のバブル崩壊に伴う競売物件数はアメリカのこれよりはうんと少なかったと思います。しかも日本は株価及び住宅価格の大暴落を経て１５年間著しい景気後退を経験しました。しかしこれは日本だけの問題でしたが、サブプライムローンは証券化され全世界のファンドに入っていますので、全世界の問題となります。さらにサブプライム問題にダブルパンチのオイル高が重なっています。
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